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委員会報告

総務企画
委員会

調査項目

●所管事務調査（管内視察）
●政策課題調査項目を決定
 （活動方針）

◆
総
務
企
画
委
員
会 

調
査

臨
時
会
に
お
い
て
、
各

常
任
委
員
会
も
新
体
制
に

な
り
、
委
員
会
の
所
管
す

る
事
項
の
確
認
や
、
前
年

度
か
ら
引
き
継
い
だ
事
項

か
ら
、
今
年
度
の
活
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

５
月
18
日　

総
務
企
画

委
員
会
の
所
管
す
る
事
項

に
つ
い
て
調
査
す
る
た

め
、
管
内
（
市
内
）
に
お

け
る
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

【
高
山
市
消
防
署
白
川
出

張
所
】

白
川
村
か
ら
受
託
管
理

し
て
い
る
消
防
署
白
川
出

張
所
は
、
11
名
の
隊
員
が

消
防
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
地

は
東
海
北
陸
自
動
車
道

や
、
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道

な
ど
が
あ
り
、
幅
広
い
救

急
救
助
活
動
の
中
、
住
民

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
員
】

清
見
地
区
地
域
お
こ
し

協
力
員
の
太
田
涼
介
さ
ん

（
24
歳
）
を
訪
ね
、
活
動

内
容
を
伺
い
ま
し
た
。
彼

は
、「
お
っ
ぱ
ら
夢
組
合
」

と
協
働
し
、
地
域
お
こ
し

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
地
域
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
県

犬
山
市
出
身
の
彼
は
都
会

か
ら
訪
れ
る
人
が
、
清
見

地
区
の
魅
力
を
感
じ
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

任
期
満
了
ま
で
頑
張
る
と

い
う
意
気
込
み
で
お
み
え

に
な
り
、
大
変
力
強
く
感

じ
ま
し
た
。

【
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア
リ

ー
ナ
】

平
成
12
年
に
開
館
し
た

本
施
設
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
今
年
開
催
の
清
流
国

体
も
あ
る
こ
と
か
ら
床
を

改
修
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ア
リ
ー
ナ
全
体
に
お
け
る

利
用
状
況
な
ど
も
伺
い
、

活
発
な
利
用
の
確
認
を
し

ま
し
た
。

【
高
山
市
消
防
本
部
】

高山市消防本部の通信指令室

清見地区地域おこし協力員との懇談

床の修繕が終わった飛騨高山ビッグアリーナ
（メインアリーナ）

高
山
市
の
消
防
署
の
緊

急
情
報
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
の
活
動
状
況
を
視
察

し
、
多
く
の
救
急
救
助
活

動
と
迅
速
か
つ
的
確
な
初

動
体
制
の
確
立
に
懸
命
に

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
き
ま
し
た
。

昨年度において、総務企画委員会では「公共交通体系について」調査研究を重ね、
市に対し政策提言をしたところであります。平成２７年２月には、合併特例期間が
終了し、地域審議会などもなくなる状況の中で、これからの地域づくりをどのよう
にしていくのか。また、地域審議会に代わる組織が必要かどうかなど十分検討する
中で自らの地域を自らで考え、作り上げていく「市民協働のまちづくり」が重要な
課題であると考えています。
その状況を踏まえ総務企画委員会としましては、

①地域自治の確立について
②地域力の向上について
の２点を本年度の政策課題として、調査研究をいたします。
また、「公共交通体系について」「情報通信網の整備について」「職員数と職員給

与の関係について」「各事業仕分について」など引き続き検討してまいります。

今年度の重点調査項目


